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本日の内容



個別避難計画（概要）
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全部作成済 一部作成済 未作成 計

岡山県（市町村数） 2 15 10 27

岡山県（％） 7.4％ 55.6％ 37.0％ 100％

全 国（％） 9.7％ 56.9％ 33.4％ 100％



個別避難計画（概要）
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〇災害対策基本法
（個別避難計画の作成）
第49条の14 市町村⾧は、地域防災計画の定めるところにより、名簿情報に係る避難

行動要支援者ごとに、当該避難行動要支援者について避難支援等を実施するための
計画（以下、「個別避難計画」という。）を作成するよう努めなければならない。
ただし、個別避難計画を作成することについて当該避難行動要支援者の同意が得ら
れない場合は、この限りでない。

※地域における災害被害の想定や本人の心身の状況等を踏まえ、優先度の高い者から計画を作成
※個別避難計画は、避難行動要支援者本人の同意を得て作成
※個別避難計画を作成する経費については普通交付税で措置



個別避難計画（概要）
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①避難支援等を実施する者 ②避難先

③避難時に配慮しなくてはならない事項（例：立つことや歩行が

できない、音が聞こえない（聞き取りにくい）、物が見えない

（見えにくい）、言葉や文字の理解が難しい、顔見ても知人や

家族とわからない、医療機器等の装着をしている）

④自宅で想定されるハザードの状況、常備薬の有無

⑤避難支援時の留意事項（例：避難所までの時間、避難経路、

危険箇所等）
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令和３年度スケジュール（個別避難計画関係）



①連携（報告会の開催・意見交換） ②情報共有・事例を横展開

既存（令和元年度～） 新規（令和３年度）
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個別避難計画作成モデル事業（内閣府）



個別避難計画作成モデル事業（内閣府）
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個別避難計画作成モデル事業（内閣府）
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個別避難計画作成モデル事業（内閣府）
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開催日時 内 容 参加数

第１回
８/２（月）
12:45～16:40

・講義（作成手順の学習）
・グループディスカション 計画作成に向けた課題への対応策を

意見出し
40人

第２回
８/25（水）
13:00～16:30

・自治体の取組状況の共有
・質疑応答
・グループワーク（計画作成に必要な情報と収集方法）

41人

第３回
10/29（金）
12:45～16:40

・自治体の取組状況の共有
・福祉専門職が関与した計画作成（アセスメントの実施）
※高齢者福祉編

27人

第４回
11/22（月）
13:00～16:50

・自治体の取組状況の共有
・福祉専門職が関与した計画作成（地域調整会議の開催、個別避

難計画及びタイムラインの作成）※高齢者福祉編
28人

第５回
１/６（木）
12:45～16:40

・自治体の取組状況の共有
・福祉専門職が関与した計画作成（障害の特性を知る（講義、

ワークショップ、車椅子等を使った体験）、アセスメントの実
施、地域調整会議の開催）※障害福祉編

28人



個別避難計画作成モデル事業（内閣府）
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STEP1

STEP2

STEP3

STEP4

STEP5

STEP6

STEP7

■事例発表
要支援者名簿の登録要件の絞り込み（倉敷市）
県モデル事業における考察（矢掛町）
避難行動要支援者の個別避難計画の作成の優先度付け
優先順位チェックシートを活用した優先度付け（滋賀県高島市）

■防災・福祉対応力向上研修（県主催）
［令和３年１２月、令和４年１月］
・計画の作成に向け、事例演習を中心に手法等を学ぶ（実践編）
福祉関係者向け２回 地域関係者向け２回 意見交換会１回 計５回

■関係者を交えた個別避難計画の作成（高齢者・障害福祉編）
・福祉や医療関係者等が当事者と避難について対話、意見交換
※自主防災組織や福祉専門職等の関係者の参画が望ましい

→ アセスメントの実施（講師等によるデモ・参加者による体験）
・関係者が一堂に会する地域調整会議の開催が望ましい

→ 地域調整会議の開催（講師等によるデモ・参加者による体験）
・上記を踏まえた計画及びマイ・タイムラインの作成

■講 義 個別避難計画の作成に必要な認識の共有
■情報共有 先行自治体における取組内容の発表等
■ワ ー ク 計画作成の課題と今後の取組における方向性の整理

計画作成に必要となる情報とその収集
→ 参加者の共通認識を図る（土台づくり）

■進捗状況の報告

個別避難計画の作成に向けた庁内体制の整備等
（岡山市・笠岡市・新見市）

○国が示す計画作成の流れ（避難行動要支援者の避難行動

支援に関する取組指針）



優先度を踏まえた個別避難計画の策定
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優先度を踏まえた個別避難計画の策定
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優先度を踏まえた個別避難計画の策定
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出典：内閣府防災：避難行動要支援者の避難行動支援に関する取組指針（参考資料）



優先度を踏まえた個別避難計画の策定
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☑

☑

☑



優先度を踏まえた個別避難計画の策定
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☑

☑



平常時からの名簿情報提供の推進等
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・遊佐町災害対策基本条例（抄）
（避難行動要支援者への支援）
第15条 （略）
２ （略）
３ 町⾧は、災害の発生に備え、避難支援等の実施に必要な限度で、自主防災組織及び民

生委員法（昭和23年法律第198号）に規定する民生委員をはじめ法第49条の11第２項に
規定する範囲の関係者に対し、避難行動要支援者名簿の情報を提供することができる。

・八幡浜市避難行動要支援者名簿に関する条例（抄）
（名簿情報の提供）
第４条 市⾧は、災害の発生等に備え、避難支援等の実施に必要な限度で、避難支援等関

係者に対し、名簿情報を提供するものとする。ただし、福祉施設その他の自宅以外に居
住する者に係る名簿情報の提供については、この限りでない。



平常時からの名簿情報提供の推進等
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・七ヶ浜町避難行動要支援者の名簿情報の提供に関する条例（抄）
（名簿情報の提供）
第４条 町⾧は、災害の発生に備え、避難支援等の実施に必要な限度で、避難支援等関係

者に対し、避難行動要支援者の同意を得ることなく当該避難行動要支援者に係る名簿情
報を提供することができるものとする。

２ 前項の規定にかかわらず、町⾧は、避難行動要支援者が、規則で定める方法により、
当該避難行動要支援者に係る名簿情報の提供の拒否を申し出たときは、当該名簿情報の
提供をすることができない。

・明石市避難行動要支援者名簿情報の提供に関する条例（抄）
（名簿情報の提供）
第３条 市⾧は、災害の発生等に備え、法第49条の11第２項の規定により、避難支援等

の実施に必要な限度で、避難支援等関係者に対し、名簿情報を提供するものとする。
この場合においては、名簿情報を提供することについて避難行動要支援者の同意を得
ることを要しない。

２ 前項の規定にかかわらず、市⾧は、避難行動要支援者が、規定で定める方法により、
名簿情報の提供の拒否を申し出たときは、当該避難行動要支援者に係る名簿情報を提供
することができない。



平常時からの名簿情報提供の推進等
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・津市避難行動要支援者名簿情報の提供に関する条例（抄）
（名簿情報の提供）
第３条 市⾧は、災害の発生に備え、避難支援等の実施に必要な限度で、津市地域防災計

画の定めるところにより、避難支援等関係者に対し、名簿情報を提供するものとする。
ただし、次に掲げる場合を除き、名簿情報を提供することについて本人（当該名簿情報
によって識別される特定の個人をいう。）の同意が得られない場合は、この限りでない。

（１）避難行動要支援者が当該名簿情報の提供に関し、規則で定めるところにより拒否の
申出をしていない場合

（２）前号の拒否の申出をした場合であっても、津市防災会議において、避難支援等の実
施のために名簿情報の提供が必要であると認める場合

（３）第１号の拒否の申出をした場合であっても、津市情報公開・個人情報保護審査会の
意見を聴いて、市⾧が避難支援等の実施を支援するために名簿情報の提供が必要であ
ると認める場合
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来年度の取組（個別避難計画関係）



個別避難計画作成の中核的な人材の育成
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県関係部局

保健所

民生・児童
委員

自主防災
組織

自治会

当事者
介護支援
専門員

相談支援
専門員

保健師
看護師

社会福祉
協議会

計画の作成促進

中核的な人材

など



ご清聴
ありがとうございました。
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参考情報



岡山県地区防災計画等作成モデル事業
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＜部会の動き＞
①部会へ協議会アドバイザー
を派遣

②計画作成に向けた議論
③実績報告

＜協議会の動き＞
①連携（報告会等の開催・意見交換）
②情報共有・事例を横展開



岡山県地区防災計画等作成推進協議会アドバイザー

［
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岡山県地区防災計画等作成モデル事業
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下高末地区
（しもこうずえ）

指定避難所
美川小学校 宇角地区

（うずみ）

県道倉敷成羽線

至 矢掛町中心部

至 高梁市成羽町
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○第１回美川地区部会（令和３年７月１７日開催）
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○第２回美川地区部会（令和３年１０月２日開催）



個別避難計画作成の対象者の優先度付け
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名簿掲載者の絞り込み（イメージ）



優先順位付けのランク区分

身体障害者 療育手帳 精神障害者 認知症 介護度

Ａ １級 Ａ １級 Ⅳ，Ⅴ ５

Ｂ ２級，3級 Ｂ ２級 Ⅲ，Ⅲa，Ⅲｂ ３，４

Ｃ ４級以下 ３級 Ⅰ,Ⅱ,Ⅱa,Ⅱb ２以下

Ⅰ 土砂災害特別警戒区域

Ⅱ
土砂災害警戒区域（土石流，急傾斜地の崩壊），
急傾斜地崩壊危険区域

Ⅲ Ⅰ，Ⅱ以外
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避難行動要支援者名簿によるランク付け

優先度

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

備 考

避難行動要支援
者登録同意者

地図
番号

寝たきり
（要介護
３以上）
在宅者

身 体 障 害
者

療育手
帳交付
者（知
的障害
者）

精神障
害者

一 人 暮
ら し の
高 齢 者
（65歳
以上）

高 齢 者
（65歳以
上）のみ
の世帯

認知症（要介
護３以上）の
症状を有する
人

そ の
他 、
各 項
目 に
準 ず
る 状
態 に
あ る
人

介護度 ケアマ
ネ

身体
的

ラン
ク

ハザー
ドラン
ク

地区 町 ランク付け基準

Ａ:１級
Ｂ:２,３級
Ｃ:４級以
下

Ａ:Ａ
Ｂ:Ｂ

Ａ:１級
Ｂ:２級
Ｃ:３級

Ａ:Ⅳ,Ⅴ
Ｂ:Ⅲ,Ⅲa,Ⅲｂ
Ｃ:Ⅰ,Ⅱ,Ⅱa,Ⅱｂ

Ａ:介５
Ｂ:介３,介
４ Ｃ:
介２以下

3 ○○ 〇〇 1 〇 自立 要支援１
□□□
〇〇Ｃ

Ｍ
Ｃ Ⅲ

⾧い歩行は困難
（最近事故をし
て 骨 折 し た は
ず）

1 ○○ 〇〇 2 〇 Ⅱｂ 要介護１
□□

〇〇Ｃ
Ｍ

Ｃ Ⅰ
歩くのが不自由
（歩行器）

4 〇〇 ○○ 3 〇 ー ー ー Ｄ Ⅰ

２ ○○ 〇〇 4 〇 ー
申請中
一次判定

「介1」
ー Ｄ Ⅰ

32



（人）

土地のハザード

Ⅰ Ⅱ Ⅲ 計

避難支援が
必要な理由

A 1 2 0 3 

B 1 2 1 4 

C 3 3 3 9 

D 3 4 3 10 

計 8 11 7 26 

優先度付けの結果（心身状況×ハザード）
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地域住民の意見聴取
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○第３回美川地区部会（令和３年１０月２３日開催）

①本人（避難行動要支援者）
②介護支援専門員
③民生委員
④避難支援等実施者及び関係者

（地域住民及び自主防災組織）

①

② ③

④
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○第４回美川地区部会（令和３年１２月１１日開催）
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○第４回美川地区部会（令和３年１２月１１日開催）

◆要支援者自宅（宇角地区）
→ 避難所（美川小学校体育館）

要支援者
本人

支援者①

支援者② 支援者①

避難所一次受付（体温測定・手指消毒体育館前に車を乗り付ける
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○第４回美川地区部会（令和３年１２月１１日開催）

◆避難所（美川小学校体育館）

避難所二次受付
（避難所利用者登録票へ記入）

・避難者の基礎情報
・けが、病気等の状況、アレルギーの有無、

配慮が必要な事項、運営に協力できる技
能や免許等

パーティションで区切った
スペースへ支援者とともに移動

段ボールベッド
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○モデル事業の成果
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防災と福祉の連携

現場で感じたこと（担当者所感）
・地域での計画づくりの話し合いの多く

が、自治会、町内会、自主防災組織と
いった防災を担当するところで関係者
のみで行われてる。

・地域内での横のつながりを大切にし、
状況や課題を共有することの重要性。
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○岡山県防災・福祉対応力向上研修
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◆津山会場
（令和３年１２月２０日、２１日）

○研修の様子
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◆岡山会場
（令和３年１２月２３日、２４日、

令和４年１月１７日）

○研修の様子
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○研修参加者
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○研修参加者の声（アンケート結果より）
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○取組の成果と課題


